
PHR協会 IHMS委員会議事録（案）
日時：2018年7月23日（月)15時～17時　場所：リロの会議室飯田橋
出席者：　藤井田、鈴木、森口記
Web側：、細羽、毛利　（順不同・敬称略）
主な議事：PHR協会の社員総会・理事会の報告と、今後のＩＨＭＳ委員会の方向性について
1． 議事（以下、鈴木司会）
（1） 6月20日の議事録案を確認した（全員）。　　　変更なし。
（2） PHR協会の社員総会・理事会の報告（森口）
ａ．社員総会にて、筒井保博先生（日立金属統括産業医・PHR協会会員）を理事に選出した。
ｂ．社員総会・理事会にて理事全員の留任を決定した。（理事６名・監事１名となった。）
　　理事会にて織田代表理事を再任した。

ｃ．社員総会・理事会にて平成２９年度決算及び３０年度予算を承認した。３期連続して黒字。
　　　・主な要因：特に、フクダ電子殿・日立製作所殿の協力により、ＩＨＭＳ委員会の会議室・ＰＨＲ協会の講演会会場等を無償で貸与できた

　　　　　　　　　今年度は、内閣官房の山田栄子参事官が講演を得るなどで、参加者１１０名に達した。
ｄ．ＰＨＲ協会のホームページ運用のためにＨＰ委員会を設置し、活性化を図ることになった。早速行ったホームページ委員会により、①毎月のＩＨＭＳ委員会の報告、②講演会のコンテンツの充実（山田栄子参事官の講演録の掲載等）、③ＩＨＭＳ委員会で議論・実証活動を終えた「健康管理連携の標準化レポート」の掲載等、④役員人事　等を掲載し、活性化している。
ｅ．理事会に引き続き、３時間程度の戦略委員会を行ったが、議論白熱し、早々に再度、戦略委員会を行い、今後の戦略を議論することになった。
　　　戦略委員会では、今後の委員会（ＩＨＭＳ委員会に代わる？）での検討内容（統合健康管理システム）についての方向性を検討する予定。
（3） 「健康管理連携の標準化レポート」（大林案＋毛利案）を細羽・森口で検討。
ＰＨＲ協会のホームページに掲載することを前提での修正する方向性を検討した。
・ＨＬ７協会／ＪＡＨＩＳにより制定された標準化をＰＨＲ協会が実装した意義を明らかにする立場から、「今回の健診標準フォーマットには画像ファイル・波形情報を含み実装されていることが、当変換ツールの優位的特徴と言える。」と記述することとした。
・以前に記述された内容からは、2017年5月より施行された、改正個人情報保護法対応に記述を改訂した。
2． 連絡事項（事務局より）：次回以降について、会議室を固定する観点から、飯田橋のこの会議室は、やや狭いが値段がリーゾナブルで取りやすいのため、なるべくここを利用したい。
次回は、2018年 8月29日(水) 15:00～17:00　
（https://www.relo-kaigi.jp/thespace/room/iidabashi/）
―以上―

